


トップメッセージ

全ての人々から 
信頼される企業を実現するため
社会課題の解決に取り組み 
時代を切り拓き続けます

サンデンホールディングス株式会社
代表取締役　社長執行役員

西 勝也

 社長就任にあたっての決意
　2019年6月付で代表取締役　社長執行役員に就任しました、西 勝也です。創業76年を迎えたサンデングループが
直面する経営環境は、米中通商摩擦問題、欧州の燃費規制強化、中東イランへの経済制裁などにより、大変厳しい
局面にあります。私は、過去にこの様な状況を再建してきた経験を活かし、経営陣と社員が一丸となった活動を推進
し、新生サンデンの実現を目指します。



　サンデングループは、ステークホルダーの皆様との
かかわりや事業内容を分かりやすくお伝えするため、
2005年から「サンデンCSR報告書」を毎年発行し
ています。
　本冊子は企業理念と経営方針に基づく基本的な
考え方・取り組みを掲載したダイジェスト版です。
WEBにはより詳細なデータや最新の活動に関する
情報を公開しています。

■ 対象期間　2018年4月1日〜2019年3月31日
　活動や取り組み内容は2019年4月以降につきま
しても、できるだけ最新の動向をお伝えしています。

■ 対象範囲
　本報告書は当社グループ（サンデンホールディングス
株式会社と連結子会社および関連会社）を報告
対象としていますが、一部の項目については個別に
対象範囲を明記しています。

■ 参考にしたガイドライン　
　環境省「環境報告ガイドライン2018」を参考に
しています。

編集方針

CONTENTS

対処すべき課題

　当社グループは、2016年度より抜本的構造改革を実施し、2017年度からは「Shrink 
to Grow」というコンセプトの中期経営計画の諸施策に取り組んでまいりました。しかし
ながら、2018年度の夏以降、グローバルでの社会情勢変化を受け、収益減少など多大な
影響がありました。今後も持続的な成長を遂げていくためには、財務基盤の再構築を図る
ことが重要な経営課題ですが、そのプロセスでは企業の社会的責任として、SDGsに代表
される社会課題の解決に取り組むことが必要であると認識しております。

新生サンデン実現へのシナリオ

　対処すべき課題の認識のもと、4月に2023年度を最終年度とする新たな中期経営計画
「SCOPE2023」を策定しスタートさせました。「環境と快適が調和する 豊かな社会の
実現のために 時代を切り拓き続け 全ての人々から信頼される企業になる」を目指すべき
姿に掲げ、本中期経営計画を達成するために、「生産体制の抜本的見直し」「基盤収益
力の向上」「積極的な『協創』による成長」「資本増強、資産改革によるキャッシュフロー
創出」「実行のための仕組み改革」の５つの改革プランに取り組み、新たな企業価値を
創造してまいります。また、当社グループは、「自動車機器事業」と「流通システム事業」を
中心に成長してまいりましたが、対処すべき課題でご説明したとおり当社を取り巻く経
営環境はとても厳しい状況が続いております。これに対処すべく、2019年10月に自動車
機器事業に経営資源を集中させ、自動車業界の100年に一度の大変革期と言われる時代
への取り組みを加速してまいります。

ステークホルダーの皆様とともに

　目指すべき姿として、2030年の社会で「人の生活を豊かにする快適な空間の実現」
を描いております。その社会で求められる新技術・市場は、「自動車・空調」「スマート化」

「エネルギー活用」「社会福祉」であると設定しました。これらへの取組事例として、2019年
6月に開催されたパイクスピーク･インターナショナル･ヒルクライムのレース出場チームへ
の電気自動車用バッテリーの温度管理システムの提供があります。「エネルギー活用」を実
現する空調機器の技術を活かした熱マネジメント技術の創出です。この技術の提供によ
り、SDGｓのゴール11「住み続けられるまちづくりを」にあるモビリティ社会の構築への
貢献にも繋がります。これからも、多くのステークホルダーの皆様の大きな期待に応えら
れるよう、社会課題の解決に目を向け、新しい変化を創りだし、持続的成長の実現に向
けて取り組んでまいりますので、引き続きのご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。
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サンデンのSDGsへの貢献

中期経営計画SCOPE2023とSDGs

　サンデングループでは、中期経営計画SCOPE2023に「事業を通じた
SDGs達成への貢献」を重点項目のひとつとして組み込みました。SDGsへの
取り組みは、グローバル社会からの要請を受け止め、社会に貢献することを
使命としている当社グループにとって必要不可欠と考えています。そこで、
SCOPE2023で提唱する目指すべき姿「環境と快適が調和する豊かな社会の
実現のために、時代を切り拓き続け、全ての人々から信頼される企業になる」に基づいた重点分野の抽出を行い、
SDGsと事業活動とのかかわりを明確にしました。当社グループは、持続可能な社会の実現につながる企業活動を
目指し、成長していきます。

グループの継続的な成長による持続可能社会の実現への貢献

中期経営計画目指すべき姿

「環境と快適が調和する豊かな社会の実現のために
時代を切り拓き続け 全ての人々から信頼される企業になる」

重点分野 背景・取り組む理由 代表的な取り組み事例 関連性の高いSDGs

良質な商品の提供と 
顧客満足度の向上

■ �社是「顧客のためになるよい製品を作り
ます」のもと、顧客第一、品質第一の実践
が創業時より受け継がれてきた企業文化
のDNA

■ �コア技術「冷やす・あたためる」を基本に
社会に快適を提供する使命

■ �環境製品の研究開発の推進（P7）
■ �継続的な調達改革（P11）

地球環境の保全

■ �1990年に「 地球にやさしい企業でありたい」
をいち早く宣言し、1997年には経営方針を

「環境をコアに次の成長を果たす」として、
積極的に環境経営を推進

■ �MFCAの展開（P3、P8、P14）
■ �地域環境保全活動(主要5エリア)
（P6 -P9)

労働安全衛生の確保

■ �安全・健康は全てに優先するとして、その
確保を企業責任のひとつと捉え、企業理念
体系に組み入れ、労働災害の撲滅や職場
環境の改善に継続的に取り組む

■ �安全衛生憲章に沿った活動（P13）

多様な人財の確保と育成

■ �グローバル企業としてさらなる成長のため、
全ての社員の人権や多様性を尊重し、持
てる能力を最大限発揮できる環境の整備
を推進する

■ �世界各地域の慣習や文化の尊重
（P14）

コンプライアンスの徹底

■ ��国際社会の一員として果たすべき法令や
ルールの順守は、社 会から信 頼される
グローバル企業としての基 本的条 件で
あり、社員も倫理観を持った行動ができ
るように教育等を徹底する

■ �法令、国際ルールの順守（P16）
■ �GDPR
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当社の企業活動とSDGsへの貢献

重点分野：良質な商品の提供と顧客満足度の向上

コア技術「冷やす、あたためる」で創出した企業価値を社会価値に転換
環境製品の研究開発の推進

　当社グループでは目まぐるしく変化する社会に対応するため、環境製品の研究開発にいち早く取り組んでまいりました。特に自動車業界で
は、プラグインハイブリッド、電気自動車（EV）、燃料電池車といった環境技術を駆使した製品への移行が急速に進んでいます。このような社会
変化に対応する技術開発の成果として、電気自動車向けヒートポンプシステム、水加熱ヒーター、電動コンプレッサーなどを市場展開しています。
自社の環境製品の普及を通して自然環境負荷の低減と快適空間の創出に貢献し、豊かな社会の実現を目指していきます。

■ �関連するSDGs 
＜目標9＞	 産業と技術革新の基盤をつくろう 
＜目標12＞	 つくる責任　つかう責任 
＜目標13＞	 気候変動に具体的な対策を

■ �ゴールに貢献する活動 
・製品環境指標導入（2007～） 
・電動コンプレッサーの市場展開（2009～） 
・電気自動車向け水加熱ヒーターの市場展開（2017～） 
・電気自動車向けヒートポンプシステムの市場展開（2017～）

重点分野：地球／地球環境の保全、多様な人財の確保と育成

諸活動を通した社員の意識改革
MFCA（マテリアルフローコスト会計）や環境製品開発を通したサンデン環境マインドの浸透

　当社グループでは、環境、安全衛生、品質など多様な視点から継続的な人財育成を行っています。特に、経営方針「環境から企業価値を
創造するグローバル力と品質力を基礎に環境をコアにして次の成長を果たす」に沿って、環境マインドを持った社員の育成に注力してきまし
た。海外拠点を含む全社でのMFCAへの取り組み、製品環境指標や当社独自の拠点別環境活動評価手法「環境活動レベル評価」の導入・
実施といった活動は、製品の普及を通して地球環境保全に貢献するだけでなく、社員の自然環境に対する意識を高めることにもつながってい
ます。国内拠点においては、eco検定（環境社会検定試験）の合格を社員教育のひとつの指標とし、全員の受験を推進しています。

多様性を受容しあう企業文化の醸成

　世界各地に拠点を置き事業を展開する当社グループでは、国を超えて多様な文化を受容していくことが必要不可欠です。これまでに、海外
の環境担当者の交流を図る「環境大会」や、全世界拠点から優秀な小集団サークルが一堂に会する品質管理大会として「STQM世界大会」
などを実施してきました。社内報では、各拠点からトピックスを収集し、国内外に配信しています。

■ �関連するSDGs 
＜目標4＞	 質の高い教育をみんなに 
＜目標5＞	 ジェンダー平等を実現しよう 
＜目標8＞	 働きがいも経済成長も 
＜目標12＞	 つくる責任　つかう責任

■ �ゴールに貢献する活動 
・MFCA導入開始（2005～）（P8） 
・eco検定（2009～）（P6） 
・環境活動レベル評価　運用開始（2008～）（P6）
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At a Glance

事業展開

273,934
百万円

売上高

流通システム事業

25.3% 
69,423百万円

　店舗システムとベンディングシステムの
分野を中心に、食品流通ビジネスを支え
ています。お客様のビジネス成長に貢献
する環境配慮型の製品、システム、サー
ビスをグローバルに提供しています。

　地球と人にやさしい次世代の空調シス
テムを追求しています。サンデングループ
のカーエアコンシステム製品は、自動車の
電動化ニーズにもいち早く対応し、世界
中の自動車メーカーや建機・農機メーカー
に採用されています。

自動車機器事業

70.7%
193,465百万円

その他事業

4.0% 
11,045百万円

セグメント別売上高構成比（2018年度）
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マテリアリティ策定とステークホルダーとのかかわり

　サンデングループでは、「CSR＝企業理念の実践」と位置付け、社員一人ひとりが日々の業務の中で常に意識し
て行動するようにしています。
　持続的な発展が可能な社会とそのさらなる成長を目指すために、ステークホルダーの皆様からの期待を反映
したCSR重点課題(マテリアリティ)を2015年に設定し、取り組んでいます。

ステークホルダーとのかかわり

　当社グループは、お客様、社員、株主など、多くのステークホルダーの皆様とのコミュニケーションを大切にし、より深めたいと考えて
います。お客様とは日ごろから展示会や工場案内などを通じて交流を深め、お取引先様とは方針説明会やCSRヒアリングを通じた直接対
話を行っています。また、株主の方には適時適切な情報開示とともに、アンケートなどを行い、皆様から貴重なご意見をいただいていま
す。これからも対話を通じたステークホルダーの満足度向上に努めます。

▪�事業活動における環境負荷低減
▪�新規開発機種で製品環境指標の改善達成
▪�製品使用時の負荷を低減する技術開発
▪�サンデンフォレストにおける生物多様性活動

各ステークホルダーとのエンゲージメント

▪�お客様サービスセンター
▪�各種展示会
▪�ステークホルダーダイアログ

▪�各種職場ミーティング
▪�意識調査アンケート
▪�イントラネット・グループ報
▪�内部通報制度（社内・社外窓口）

▪�講演・研修依頼、教育現場などへの講師派遣
▪�NPO・市民団体への活動支援、 

各種ボランティア活動
▪�工場見学
▪�NPOとの意見交換会

▪�方針説明会
▪�CSRヒアリング

▪�株主総会
▪�各種説明会
▪�株主アンケート

お取引先様社員

お客様地域社会

環境

株主・
投資家

マテリアリティマップ

重点課題策定の手法と結果

　「企業理念」に掲げている「環境」「お客様」「社員」「株主・投資家」「お取引先様」のそれぞれにおいて、CSR活動項目に関係する部門
ごとに「経営における重要性 」と「社会からの要請に照らした重要性（ステークホルダーからの期待）」という2軸からマッピングを
実施しました。そして現在、抽出されたテーマである「環境」「人」にかかわる取り組み目標をより具体的にし、グループ全体でCSR活
動のレベルアップを図っています。
　「環境」につきましては、「サンデンと環境」（P6 -9）、「人」につきましては「サンデンと社員」（P12-13）において紹介しています。

経営における重要性

重点課題

社
会
か
ら
の
要
請
に
照
ら
し
た
重
要
性 

（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
期
待
）

サンデンのCSR活動

E

S

G

・ダイバーシティの推進
・�ワークライフバランスへの取り組み
・人財育成

・�コンプライアンスの浸透・徹底

環境での重点課題
・環境技術開発の推進
・環境負荷低減への対応

・製品リサイクルの推進
・気候変動問題への対応

社会での重点課題

企業統治での重点課題
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サンデンと環境

　経営方針「環境から企業価値を創造する グローバル力と品質
力を基礎に環境をコアにして次の成長を果たす」を実現するため
に、グループ全体で環境経営を推進しています。製造拠点を中心
にしたISO14001による環境マネジメントの実践、環境マインド
を持った社員の育成、企業市民としての地域社会との協働を推
進しています。
　 基 盤 となるISO14001は2015年 度 版 への 移 行 を 終 え、
2020年度を最終年度とする「第4次中期環境基本方針」の達成
に向けた環境活動への転換を図っています。
　この基本方針では、以前から進めてきた自社グループの環境保
全活動を、活動範囲をサプライチェーンに広げ、環境負荷低減活
動、製品含有化学物質の管理を進めるとともに、SDGｓで挙げ
られた社会課題を解決する技術開発・製品開発へ挑戦すること
を目標としています。
　グローバル各拠点が、自らの環境活動を継続的に改善し、また
グループ環境課題を明確にするために、2008年度から毎年「環
境活動レベル評価」を実施しています。その中で、当社として重
要かつ環境規制の強化が進められている中国エリアにおいては、
昨年に続き、中国各拠点の環境活動の成果を共有し、エリア全体
のレベルアップや、環境リスクの低減、環境課題解決への貢献を

目的に、第３回中国地区環境大会を開催しました。今回は、行政
の担当者にも参加していただき「環境法規制」に関する講演と
ディスカッションを実施しました。大会終了後、他社成果を取り込
んだ活動や、新しい法規制への準備行動がスタートしました。
　環境マインドを持った社員の育成では、国内社員へeco検定

（環境社会検定試験）の受験を、経営方針が発表された2009年
度から推奨しています。社外講師によるエコセミナーや社内での
勉強会を通じて、2018年度は56名の合格者（エコピープル）が
誕生し、累計で2,451名のエコピープルが日々の業務で環境に配
慮した活動を展開しています。
　2002年に「環境と産業の矛盾なき共存」をコンセプトに造成
したサンデンフォレスト（工場：32ha、自然環境：32ha）は、近
自然工法の採用や継続した管理の結果、造成前以上の豊かな自
然状態を回復しています。環境省の「モニタリングサイト1000里
地調査」の一般サイト（調査地）にも登録されました。その状態を
さらに向上するために、特定外来種「アレチウリ」などの植物を除
去することに加え、2018年度は、約360本の間伐を行いました。
この活動は、開発行為におけるミティゲーションの好事例として
環境省で紹介されるとともに、2018年度は31トンの森林CO2

吸収量が群馬県より認証を受けました。

Green Management

　サンデングループは、地球環境問題が人類の最重要課題であるとの認識のもと、メーカーの責任として、技術開発（製品
開発とモノづくり）を通した貢献と、企業市民の一員としての貢献を両輪と考え、企業活動のあらゆる面で環境に配慮した
行動をグローバルに展開しています。

基本的な考え方

サンデンのCSR活動

第3回中国地区環境大会

サンデンフォレスト利用者統計
2002年～2018年推移（ECOS事業部対応のみ）
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　世界中の人々およびお客様の環境指向ニーズを的確に捉え、
環境と快適が調和する豊かな社会の実現に向け「冷やす・あたた
める」のコア技術に「省エネ技術」を盛り込んだ「環境貢献新商
品」を生み出す最先端の技術開発、商品開発を進めています。
　自動車機器事業では、パワートレインの電動化に伴う熱源不足
を補う電気自動車（以下、EV)向けヒートポンプシステムを市場投
入しました。このシステムは、先に市場展開した電動コンプレッ
サーと組み合わせトータルなシステムとしてEV時代の快適な車内
空間の提供に貢献します。また、EVの熱源不足を補う水加熱
ヒーターを開発しました。この製品は、小型高効率に加えて既存
の車内空調のシステムとの適合性が良く、安全性の高い新たな
熱源を提供いたします。
　流通システム事業では、過冷却現象を利用し、従来のフロー
ズン飲料とは違った全く新しい食感を楽しめる、過冷却マシン

（Lumilinna β）を開発し、市場投入しています。

　また、海外の食品流通での食品ロスを削減するコールドチェーン
システムを提案しています。さらに、３C株式会社、株式会社
MARS Companyなどとともに、冷蔵プロセスの最適化を図る
ために、電場の基礎物性、タンパク質、バクテリアの観点から腐敗
メカニズムを研究する産学共同研究を開始しました。
　2003年から群馬大学工学部とサンデン株式会社技術本部（当
時）とで包括契約を締結し、連携活動を進めてきましたが、昨今
の複雑な社会課題や研究課題を解決するために、より多角的に
連携することが重要であると考え、2019年4月に群馬大学全学
部とサンデングループの包括契約を締結しました。今回の契約に
より、AIやIoTに代表される情報技術分野の強化、グローバル化
に対応できる人財の育成、学生の現場力やビジネス感覚の養成
にも貢献できるものと考えます。

Green Technology

TOPICS
　当社グループは2019年6月、パイクスピーク・インターナショナル・ヒルクライムに出場
した株式会社ゼロイースクエアに協賛し、参戦しました。当社の目的は新冷熱システムの
研究開発促進におけるデータ取得のためです。本大会に使用されるEVに対して当社は、
カーエアコンの空調機能をEV用バッテリーへ応用した「レース用リチウムイオンバッテ
リー温度管理システム」を提供し、過酷な使用条件におけるデータの取得と解析を繰り
返し行いました。この解析結果を、次期の熱マネジメントシステムの開発、商品力向上に
活かします。

群馬大学との包括協定式

レース用EV車両へリチウムイオンバッテリー温度管理システムの提供

レース用リチウムイオンバッテリー温度管理システム

ヒートポンプシステム

水加熱ヒーター

電動コンプレッサー

マテリアリティマップ

環境
・環境技術開発の推進
・環境負荷低減への対応
・製品リサイクルの推進
・気候変動問題への対応

人
・ダイバーシティの推進
・�ワークライフバランス 

への取り組み
・人財育成
・�コンプライアンスの 

浸透・徹底経営における重要性

重点課題
社
会
か
ら
の
要
請
に
照
ら
し
た
重
要
性 

（
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テ
ー
ク
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ル
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か
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サンデンのCSR活動

　1993年に策定した「環境憲章」、2014年に策定した「生物多様
性方針」のもと、サンデングループ社員は、工場内での清掃・緑化は
もとより、工場のあるエリアでの自主的な活動や行政機関の行う
行事への参画を通じて、企業市民の一員として地域環境活動へ積
極的に参加しています。

　サンデンフォレストは豊かな自然フィールドであることから、環
境教育の体験の場として、主に小中学生が、2018年度は約
8,400名利用しています。
　これからも、企業市民の一員として、マルチステークホルダーと
のコミュニケーションを企画・推進していきます。

Green Communication

　サンデングループは、メーカーとして、お客様の近くでモノづく
りを行いお届けすることを基本に、世界各地に生産拠点を展開
しています。モノづくりの過程で発生する環境負荷、ならびに生産
拠点のある国・地域の環境状況を考慮した環境保全活動を、「中
期環境基本方針」のもと展開し、地球温暖化防止、循環型社会
形成、水・有害化学物質の使用量削減を重点に活動を行ってい
ます。
　2018年度は、食品流通システム工場でフレキシブル生産ライ
ンをさらに進化させた、「セルカンパニー制」の導入を行いま
した。その結果、生産性の３割向上、不良率の大幅低減を実現
することができました。また、廃棄物の排出削減のため、MFCA 

（マテリアルフローコスト会計）による発生源対策を継続して行って
います。2018年度はプラスチック成形会社と行い、成形型の見
直しによる原材料投入量の削減を実現しました。
　自動車空調システム事業工場では、最先端の未来型モノづくり
工場を目指し、シームレス・モジュラー／一貫生産、倉庫管理

（WMS）、製造実行（MES）、製品ライフサイクル管理（PLM）によ
る効率化に取り組んでいます。また、全社的には開発、生産、販売
の各機能をグローバルに統一するプロジェクトも展開しています。
工場からの排熱等の有効活用を目指した「創エネ活動」や、水溶
性切削油が原因で起こる職場環境悪化の改善、スラッジ等の廃
棄物削減活動も継続的に推進しています。

Green Process

エネルギー使用量（地域別実績推移） CO2排出量（地域別実績推移）

廃棄物排出量（地域別実績推移） 水使用量（地域別実績推移）
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　2018年度にスタートした「第４次中期環境基本方針」を基に、2018年度の環境活動結果をご報告いたします。

2018年度目標と実績

� ※評価の基準（自己評価）　A：達成　B：概ね達成　C：不十分

基本戦略 中期環境基本方針目標 2018年度環境目標 2018年度環境実績 評価

Green
Management

環境コンプライアンスの
順守

◦�環境事故０件

エリア別環境大会開催 第3回中国地区環境大会の開催 A

ISO改訂版対応の完了 全拠点で2015年版に更新完了 A

環境教育の実施／啓蒙

・�SDGs、ESG等に関する社員マインド醸成の実施
（社内報で展開）

・�eco検定受験推奨によるエコピープル育成（56名
合格）

A

Green
Technology

◦�新技術を用いた環境配
慮製品の開発／上市

◦�製品環境指標値を量産
機全てで達成 

（目標値は製品別に設定）

新規開発製品で製品環境指標
0.9以下（対象機種比）

・�カーエアコン用コンプレッサー：1.0
・�カーエアコン用新HVAC：0.65
・�流通機器：新指標を検討中

B

製品ライフサイクル環境負荷算出
・�スコープ３を算出
・�自動車機器の使用段階負荷算出式の確定（日本

自動車部品工業会の実績）
A

革新的な技術で環境配慮製品を
開発する

・�電気自動車用高効率ヒートポンプエアコン上市
・�電気自動車向け水加熱ヒーターの上市
・�電気自動車用Li-ionバッテリー温度管理システム

の提供
・�ワイン廃棄ロスを防止するワインセーバーの上市

A

Green
Process

環境負荷低減

（CO2排出、エネルギー
量、廃棄物排出、取水、有
害化学物質(国内)）

◦�売上高原単位：対前年度
比３％削減

◦�総量：前年度未満

CO2排出
原単位：3％削減（2017年度比）
総　量：2017年度未満

原単位：１％削減
総　量：６％削減

B

エネルギー量
原単位：3％削減（2017年度比）
総　量：2017年度未満

原単位：0.5％削減
総　量：5％削減

B

廃棄物排出
原単位：3％削減（2017年度比）
総　量：2017年度未満

原単位：12％削減
総　量：16％削減

A

（国内事業所/関連会社）
ゼロエミッション
（再資源化率99％以上）の継続

継続中 A

取水
原単位：3％削減（2017年度比）
総　量：2017年度未満

原単位：横ばい
総　量：5％削減

B

（国内事業所）
有害化学物質排出量
原単位：3％削減（2017年度比）
総　量：2017年度未満

原単位：21％削減
総　量：18％削減

A

Green
Communication

生物多様性活動の 
グローバル展開 環境保全活動への参画 ・�地域植林／清掃活動へ積極的に参加 A

外部評価の獲得 外部アンケートの回答
・�東洋経済CSR調査：15位（環境）
・�日経環境経営度調査：50位
・�CDP…気候変動：C、水：Ｂ－、SER：Ｂ

A

マテリアリティマップ

環境
・環境技術開発の推進
・環境負荷低減への対応
・製品リサイクルの推進
・気候変動問題への対応

人
・ダイバーシティの推進
・�ワークライフバランス 

への取り組み
・人財育成
・�コンプライアンスの 

浸透・徹底経営における重要性

重点課題
社
会
か
ら
の
要
請
に
照
ら
し
た
重
要
性 
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サンデンのCSR活動

　サンデングループは、社是に「顧客のためになるよい製品を作ります」を掲げています。これを原点として、企業理念におい
ても、お客様に対する基本姿勢を、「技術開発とモノづくりを基本として、品質を第一に考え、常に世界中のお客様に満足
される魅力のある製品、システム、サービスを提供します。」としています。常にお客様の求める新たな顧客価値を追求し、提
供し続けるというお客様第一の精神を実践し、信頼に応えていきます。

基本的な考え方

　1994年に、独自の全社的マネジメント品質改革活動である
STQM（Sanden Total Quality Management）活動をスター
トさせ、世界トップクラスの経営品質を目指してきました。STQM
とは、「個々のマネジメント品質、及び、結果品質を徹底的に向上
させて、21世紀に繁栄する会社を創り上げるため、毎日、毎日の
創造改革努力を積み重ねる行動である」と定義しています。当社
グループでは、日々変化する市場やお客様の要求に応え続け、最
高レベルの提供品質を実現すべく、顧客第一を再度徹底する「カ
スタマー・ファースト活動」を2018年度は展開してまいりました。
今後は、STQMの定義に立ち返り、マネジメント品質および結果
品質の向上のため、事業会社を中心とした成果創出のマネジメン
ト強化活動として、「STQM+plus」活動を展開してまいります。

改善基盤の強化と継続
　一般財団法人日本科学技術連盟が主催するQCサークル群馬
地区2018年春季・秋季総合大会とチャンピオン大会に、当社グ
ループより３チームが出場しました。このうち、SMASH HITサー
クル（サンデン・ビジネスエキスパート）は、「体験事例優秀賞」
を受賞し、その後「QCサークル誌」に紹介されるとともに、QC
サークル最高の賞である「石川馨賞奨励賞」を受賞しました。

■2018年度活動結果紹介：
▪QCサークル群馬地区　チャンピオン大会

・�SMASH　HITサークル（サンデン・ビジネスエキスパート）
・�ホットホージングサークル 
（サンデン・オートモーティブコンポーネント）　
・�カンテラ サークル（三和）　

▪QCサークル群馬地区　総合大会
春季　大会賞　 
・�SMASH　HITサークル（サンデン・ビジネスエキスパート）
・�ホットホージングサークル 
（サンデン・オートモーティ
ブコンポーネント）　

秋季　大会賞
・�カンテラ サークル（三和）
優秀賞
・�JIT夢VATIONサークル
（サンデン・オートモーティ
ブコンポーネント）

品質管理

WEB お客様
https://www.sanden.co.jp/csr/disp.
cgi?mode=detail&id=10

サンデンとお客様

　当社グループは、目指す姿として「環境と快適が調和する豊か
な社会の実現のために、時代を切り拓き続け、全ての人々から信
頼される企業になる」を掲げ、従来のコアコンピタンスをベースに
外部のイノベーション技術を積極的に取り入れることによって、

「人の生活を豊かにする快適な空間の実現」に向けた研究開発
活動を進めています。

その重点行動として、
①新領域テーマへのシフト
②基盤技術の強化・拡大
③開発投資効率の最大化 

を推進しています。

開発体制

第11回STQM世界大会(日本)ポスター

基本的な考え方
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サンデンとお取引先様

　サンデングループが取り組んでいるCSR推進活動をお取引先様にご理解いただくとともに、ビジネスにおけるリスク低減と
機会創出の観点から、サプライチェーン全体での共創活動を推進します。また、グローバルに展開する当社グループの
継続的発展には、競争力のある材料・部品が不可欠です。お取引先様とは、真のビジネスパートナーとして信頼関係の構
築に努めます。

基本的な考え方

① �お取引先様とのかかわり：当社グループの購買部門の使命とし
て、「購買＝買う」という視点だけでなく、競争力のある材料
および部品を確実・効率的に当社グループ工場や世界のお客
様に供給するという広い視野で活動しています。当社グループ
が継続的に発展していくためには、お取引先様から競争力の
ある材料・部品等を確実に、効率的に供給していただくことが
不可欠です。そのためにも、お取引先様とは信頼関係に基づく
真のパートナーシップをグローバルに築くよう努めています。

② �サンデン取引先基本原則：当社グループの取引先基本原則を、
日本語、英語、中国語でWEBサイトに掲げています。

③ �CSR調達の展開：当社グループおよびお取引先様は、国際社
会や地域社会の一員として社会と調和した諸活動を展開し、
企業の社会的責任を果たさなければならないと考えています。 
よって、CSR調達については取引先基本原則に基づいて行動
し推進します。

■ �人権・環境保全など企業の社会的責任への対応要求
■ �関連法規・国際ルールの順守など企業倫理への対応要求
■ �安全衛生管理や、自然災害等に対する事業継続計画へ

の対応要求
■ �マネジメントシステム（品質、環境、化学物質）等への対応

要求

　また、お取引先様が基本原則を順守していることを確認するた
め、お取引先様およびその調達先に立ち入り調査ができるものと
しています。

お取引先様との取り組み

サンデンと株主・投資家

　当社グループは、株主や投資家の皆様に長期的にご支援いただくため、投資判断に有益な会社状況について、説明責任を
遂行することが重要であると考え、積極的なコミュニケーションに努めています。また、以前より注力しているESGの観点か
らも、対話の充実を重視しています。

基本的な考え方

　コーポレートガバナンス・コードの趣旨を踏まえ、株主・機関投
資家の皆様とは、年間110回以上の個別ミーティングやスモール
ミーティングを通じ、当社の経営戦略や中期経営計画ならびに
活動状況の説明を行うと同時に、貴重なご意見を伺うなど、双
方向のコミュニケーションに努め、信頼関係を構築してまいりま

した。また、海外の株主・機関投資家の皆様とも、電話会議の頻
度を増やすことで、よりタイムリーなコミュニケーションを図って
まいりました。引き続き、株主・投資家の皆様の信頼と期待に応
えるため、さらなるコミュニケーションの促進に努めてまいります。

株主・投資家への取り組み

WEB お取引先様
https://www.sanden.co.jp/csr/disp.
cgi?mode=detail&id=4

WEB 株主・投資家
https://www.sanden.co.jp/csr/disp.
cgi?mode=detail&id=9
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サンデンのCSR活動

サンデンと社員

SDC 教育体系の全体図
階層 階層別研修 選抜研修 専門研修 自己啓発

上級
管理職

管理職

一般職

管理職研修

主任・係長級研修

ビジネススクール

コーチング研修

ファシリテーション
研修

経営塾 短期
MBA

中堅社員研修

入社３年目研修

新入社員研修

職
種
別
専
門
研
修

通
信
教
育
・
社
外
研
修

WEB 社員
https://www.sanden.co.jp/csr/disp.
cgi?mode=detail&id=12

　労働生産年齢人口の減少や、少子高齢化社会を見据え、社員一人ひとりが能力を十分に発揮し、いきいきと働けるよう、
職場環境を整備することが、企業としての成長につながると考えています。また、社員の心身の健康保持と徹底した労働
安全衛生の確保に努め、ワークライフバランスに配慮した職場環境づくりに注力しています。

　サンデングループは、企業は人なりの理念のもと、人財育成を
グループ全体として取り組むべき経営課題として捉え、リーダー
シップなどの「人間力」を原点に、マーケティングなどの「技術力」
を兼ね備えたグローバルに活躍できる人財の育成を目指し、社
員教育を行っています。
　社員教育は、全社員を対象に職位に応じた知識やスキルを習得す
る階層別研修、将来の幹部候補を対象とした選抜研修、各部門で実
施する専門研修および自己啓発の４つで構成されています。
　社員は「リーダーシップ研修」を軸に、「企業理念」「ビジネス
スキル」「マネジメントスキル」等を各社内研修で学ぶとともに、短
時間勤務制度を利用して自己啓発に取り組むことができます。
　職種別専門研修では、28年の歴史を持つ社内技術人財育成

（テクノスクール）で技術者の技術向上を図っています。

人財育成

ダイバーシティへの取り組み　
　ダイバーシティの推進は「多様な価値観を尊重して受け入れ、違
いを積極的に活かす」ことで、変化するビジネス環境には必要な
ことであるという考えを持っています。
　そのため、創業の精神「知を以て開き 和を以て豊に」に基づき、
誰もがさらに活躍できるよう働きやすい環境整備を推進します。
これは企業理念にある、あらゆる人の尊厳と基本的人権を尊重す
る企業文化を築き、多様な価値観から生まれる様々な「知」を結
集し、「和」を以て成長につなげ、「誰もが輝く会社」を目指すこ
とにつながります。

■ �女性の活躍推進 
一般事業主行動計画 
サンデングループ 厚生労働省に提出の行動計画

	 1.計画期間
		  2017年12月1日～2019年3月31日まで

	 2.当社グループの課題
		  (1)女性管理職候補者の増大
		  (2)女性社員比率の向上
		  (3)リーダー人財の育成強化
		  (4)生産性を高める働き方の整備

	 3.目標　
		  (1)�女性管理職数を2014年時点に対し、2020年に3倍、 

2030年に5倍にする。
		  (2)�新卒採用時の女性比率を15%以上にする。
		  (3)�リーダー人財の育成強化を実施する。
		  (4)�生産性を高める働き方を整備する。

	 4.実績　
		  (1)女性執行役員１名　女性管理職15名（４倍）
		  (2)新卒採用比率19.5％
		  (3)階層別研修実施　リーダー教育強化
		  (4)テレワーク・柔軟な短時間勤務制度導入

ダイバーシティ

基本的な考え方
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主な仕事と家庭との両立支援制度
1.�育児／介護休業制度
　(1)�育児：子が１歳６カ月まで 

保育園が確保できない場合は２歳まで
　(2)�介護：最長１年

2.�育児／介護勤務制度 （短時間勤務）
	 ※2019年より育児勤務は子が小学３年生までになり２年延長

3.�看護休暇
１年に５日、2人以上の場合は10日まで失効有給休暇を利用可能

4.�キャリアカムバック制度
妊娠・出産・介護・配偶者の転勤による転居・結婚による転居を理
由に退職した社員の再雇用制度

5.�育児サービス支援制度
指定のファミリーサポートセンターを利用した場合の費用を補助。
1回の利用で支払った額の５割（上限5,000円）を限度に、年間12
回まで利用可能

6.�時間単位年次有給休暇制度
当該年度５日を限度に時間単位で有給休暇を取得できる制度

7.�リフレッシュ休暇制度
有給休暇取得促進として、記念日休暇３日（自分や家族の記念日に

際し休暇を取得）、連続年休２日（連続２日の有給休暇取得）の計
画的取得を推進

8.�リカレント休暇制度
30歳、40歳、50歳、55歳という人生の節目に、５日の休暇（特別
休暇２日＋個人の有給休暇３日）を取得することで、休養と心身の
リフレッシュを図る制度。前後の土日をあわせると最長９日の休暇
取得が可能

9.�テレワーク勤務制度
在宅で働くことによって、通勤にかかる時間の削減と連続勤務の緩
和で生活にゆとりを創出し、育児・介護・看護等の充実を図ること
でワークライフバランスの向上につなげるための制度

10.�自己啓発・ボランティア勤務制度
自己啓発としての資格や知識取得のための就学、通学や、ボラン
ティア活動への参加のための短時間勤務制度

11.�カフェテリアプラン
社員の生活の安心と豊かさの追求、個人と組織の成長支援を福利
厚生方針とし、カフェテリアプランを導入
育児や介護にかかわるサービス利用の補助や休暇を取得できる
メニュー等、両立支援のためのメニューを設定

ワークライフバランス

　サンデングループは、企業理念で述べているように、社員の
ゆとりと豊かさを実現し、安全衛生と健康に配慮した働きやすい
環境を確保することを目指しています。さらに、2000年に制定し
た安全衛生憲章に、安全衛生の理念と行動指針を示し、グルー
プ全体で取り組んでいます。
　2018年度は、「安全と健康を全ての基盤として、一人ひとりの
行動と働き方を変革する」という方針のもと、労働災害ゼロ、新
規休職者ゼロを全社目標として活動を行いました。
　安全については、安全基本ルールの再構築と再教育、変化点管
理に基づくリスクアセスメントを実施するとともに、日常の活動と
して安全衛生５カ条の徹底を各事業所、拠点に展開しました。
　具体的には、各事業所や拠点に特有の問題や課題を解決する
KYT活動やヒヤリハット研修や、危険体験を通じて社員の危機意
識を高める取り組みを推進しました。
　その結果、2018年度の労働災害件数は、前年度に比べ大幅
に減少しました。

　衛生については、過重労働撲滅を目指す働き方改革の推進に
よる過重労働者ゼロ、過重労働による健康障害防止のための健
康管理支援の強化、社員自身による健康リスクの把握を通じた
健康への気づき促進の徹底を、各事業所、拠点へ展開しました。
　具体的には、メンタルヘルスについては従業員参加型の働きや
すい職場づくり活動や、健康保険組合と共同での健康づくり活動
を推進しました。
　このような活動を通じ、サンデンホールディングスおよび7事
業会社は、「健康経営優良法人（ホワイト500）」に2018年から
2年連続で認定されました。

安全衛生

東京本社消防訓練

マテリアリティマップ

環境
・環境技術開発の推進
・環境負荷低減への対応
・製品リサイクルの推進
・気候変動問題への対応

人
・ダイバーシティの推進
・�ワークライフバランス 

への取り組み
・人財育成
・�コンプライアンスの 

浸透・徹底経営における重要性

重点課題
社
会
か
ら
の
要
請
に
照
ら
し
た
重
要
性 

（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
期
待
）
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サンデンのCSR活動

サンデンと地域社会

　持続可能な地域社会実現のため、サンデングループは、様々な活動を通じて地域社会と深くかかわり、企業市民としての
役割を果たしています。

地域／社会貢献活動

基本的な考え方

WEB 社会貢献活動
https://www.sanden.co.jp/
environment/activity.html

グローバルに環境問題を考える
　サンデン環境みらい財団のGlobal E-Camは、エコプロ2018（東京ビッグサイト）
において、日本での活動とアフリカの環境問題について発表しました。

2018年12月6日－8日　日本

近隣教育施設へ出張修繕
　Sanden Manufacturing Mexico SA de CV （メキシコ）は、近隣幼稚園から困りごとを
ヒアリングするとともに、メンテナンスおよび総務を担当する社員がボランティアで
出張修繕を行い、幼稚園より感謝状を頂きました。

2019年1月28日　メキシコ

行政／教育機関へのプロボノ支援

　サンデングループは、群馬県産業支援機構主催のものづくり現場新人研修や、群馬
ものづくり改善インストラクタースクールなどへ講師を派遣しました。また、海外
産業人材育成協会（AOTS）主催の「省資源・省エネルギー・持続可能な企業経営のた
めの研修」で、バングラデシュを中心に7カ国11名の社長・部長クラスに対して、環
境セミナーを行いました。このセミナーでは、「環境と産業の矛盾なき共存」のコン
セプトを実現するサンデンフォレスト・赤城事業所の見学とともに、当社が2005
年より導入している「MFCA（マテリアルフローコスト会計）」の研修を行いました。
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社会活動の目標と実績

� ※評価の基準（自己評価）　A：達成　B：概ね達成　C：不十分

対象項目 2018年度目標 2018年度実績 評価 2019年度目標

お
客
様

品質管理

①�製品品質のプロセス再構築の展開において、
品質ダッシュボードによるモニタリングのグロー
バル展開の促進

②�固有技術とクオリティマネジメントシステムを
融合させた問題解決活動テーマの拡大

①�主要海外現地法人の品質責任者と品質指標のネットワーク化を推進
　海外現地法人のクオリティマネジメントシステム評価と改善支援を推進
②�機能連携チーム数を増加
　統計的品質管理と固有技術の原理・原則に立ち返り重要課題の解決を効率化

A ①�国際自動車産業特別委員会（IATF）および
VDA始め各顧客固有要求事項（CSR)を品
質マネジメントシステムに取り込み、結果品
質のみならず開発から生産に至るまでのプ
ロセス品質を管理することにより、顧客満足
と安心・安全を提供する

②�海外現法開発案件における製品認定の実施、
運用およびグローバル工程監査の継続運用

③�電動ビジネス拡大に向けた新品質保証体制
の構築

④�顧客個別要求取込みとIATF16949をベース
とした新品質マネジメントシステムへの移行

③�電子、電動部品の取引先監査、完成品評価、故障解析の体制作りに加え、リスク
管理強化のため市場モニターのチーム編成により活動を展開し、新規重要品
質問題ゼロ 

④�クオリティマネジメントシステムのギャップを分析し、その改善とルール作りを
実施（2019年度活動継続中）し、IATF16949認証取得(2018年7月移行認証
取得済）

A

⑤�マザー工場の役割として、グローバル品質を維
持するための仕組み構築

1) 製品認定制度構築
2) グローバル工場監査　SDAS全現法で実施

⑤�現法開発製品の品質を担保する製品認定制度の仕組み構築およびグロー
バル工場監査をSDAS全現法で実施

A

サービス

①�将来製品に対する定期的な顧客ニーズ活動 ①�日本、中国、インドで実施 A ①�次世代環境商品開発に向けた顧客ニーズ
取得

②�サービス部門による顧客満足度調査実施
③�新製品に対する市場評価の継続

②�サービス部門による顧客満足度調査を実施
③�設計プロセスの詳細設計において、新製品の市場評価を実施

A

社
員

人財育成

①�階層別研修の実施
②�選抜研修の実施
③�経営人財育成教育の実施

①�階層別研修
　全5階層で実施し、受講率97%
②�選抜研修
　ファシリティ―研修：6名／早稲田ビジネススクール：4名
③�教育体制見直しに伴い未実施

B ①�階層別研修の実施
②�選抜研修の実施

ダイバー 
シティ

障がい者雇用率：2.6%以上 2.86% A 2.8%
障がい者ケアの充実として、ジョブコーチ支援
を開始予定

①�女性管理職数を2014年時点に対し、2020年
に3倍、2030年に5倍

②�新卒採用時の女性比率を15%以上
③�リーダー人財の育成強化を実施
④�生産性を高める働き方を整備

①�女性執行役員１名　女性管理職15名（４倍）
②�新卒採用比率19.5％
③�階層別研修実施　リーダー教育強化　
④�テレワーク・柔軟な短時間勤務制度導入

Ａ ①�女性管理職数を2014年時点に対し、2020年
に3倍、2030年に5倍

②�新卒・キャリアの女性採用を強化する 
③�リーダー人財の育成強化を実施
④�生産性を高める働き方を整備（サンデンホー

ルディングス㈱目標）
※2019年度より各社策定

安全衛生
／ワーク 
ライフ 

バランス

【安全】
①�安全基本行動再構築と全従業員教育
②�変化点管理に基づくRA実施と改善
③�日常安全活動・安全衛生５カ条の徹底

①�安全衛生５カ条を基本とし、安全基本行動の再構築と階層別教育での安
全教育や危険体験教育の実施

②�新規設備導入時や工程内変化（生産方法）発生時のRAの実施リスクレベル
Ⅲ以上の見える化およびリスク低減

③�全員参加による、KYTやヒヤリハットの実施安全管理者による職場巡視月
次報告によるチェックおよび課題抽出

A 企業理念・安全衛生憲章に基づく安全衛生活動
による労働災害ゼロ

【衛生】
①�過重労働撲滅のための働き方改革推進
②�過重労働者（時間外45h以上&3カ月継続）

ゼロ
③�自身の健康リスク把握による気づき促進

①�産業医面接指導、保健師面談の強化と産業医意見に基づく事後措置の徹底
②�各事業会社での時間外管理の徹底を行い、労使協働での時間外労働に至

る原因分析と人事労務部門、管理職による対策を推進
③�メンタルヘルス対策実施
　生活習慣病予防実施

Ａ 休職ゼロを目標としてメンタルヘルス対策およ
び生活習慣病予防に取り組む
1.メンタルヘルス対策
　①�セルフケア教育の強化（新入社員、入社3年目）
　②�職場環境改善の推進
2.生活習慣病予防対策
　①�健康保険組合との連携による、特定保健

指導実施率向上
　②�データヘルス計画に基づく活動の展開
3.感染症対策の強化

株
主
・
投
資
家

コミュニ 
ケーション

①�フェアディスクロージャーの実践
②�非財務項目での株主対話強化 
（ESG）

①�適時開示、リリースの英語版のホームページへの同時掲載実施
　アナリスト、機 関 投 資 家向け 決 算 説 明 会 資 料 の中 期 経営 計 画 資 料、 
　決算説明資料の日英ホームページ掲載実施を通じた情報の公平性確保
②�機関投資家ESG担当部門との対話実施
　（主にガバナンス関連）

A ①�モザイク情報等を含む積極的な情報開示の
展開 

②�グローバルでのステークホルダーコミュニケー
ションの強化

地
域
社
会

地域貢献 
活動

グローバル全拠点において地域と連携を図った
社会貢献のさらなる推進
①�教育支援
②�災害復興支援
③�社会福祉支援
④�環境保全
⑤スポーツ振興

①�群馬県伊勢崎市の小中学生を対象にしたモノづくり教室を開催、同じく高
校生を対象にしたビジネス体験事業を開催

②�サンデン労働組合と共同で西日本豪雨･北海道地震に際して寄付
③�小児癌患者をサポートするチャリティーウォーク（ドイツ・ケーニヒシュタイン）

に社員11名が参加
④�群馬県伊勢崎市の環境美化活動に参加
⑤�福島県伊達市・相馬市にて、他社と合同で小中学生対象のバレーボール教

室を開催し、総勢289名が参加

A グローバル全拠点において地域と連携を図った
社会貢献のさらなる推進
①�教育支援
②�災害復興支援
③�社会福祉支援
④�環境保全
⑤�スポーツ振興

お 
取
引
先
様

CSR調達 
展開

コミュニ 
ケーション

①�紛争鉱物および下請法の取り組み強化継続
②� MPS会お取引先様およびコアサプライヤー

とのコミュニケーション強化継続
③�2019年度G-CF会開催によるコアサプライ

ヤーとの関係強化
④�サプライチェーンにおける環境活動取り組み
（CO2排出量管理）

①�紛争鉱物調査の主要海外拠点への展開拡大、国内下請法ｅラーニング対象
部門100%実施

②�MPS会お取引先様との事業懇談会および技術交流会実施（計画35社／実績
40社）

③�G-CF会は各事業会社へ移管し、より事業戦略を重視した企画へ移行
④�自動車事業を中心にMPS会お取引先様より順次CO2排出量調査実施

B ①�BCP対応マニュアルの実施徹底による部品
供給遅延防止

②�コアサプライヤーとの事業懇談会によるコミュ
ニケーション強化

③�事業会社ごとにコアサプライヤー向け方針説
明会を実施し関係を強化

④�サプライチェーンにおける環境活動取り組み
継続（CO2排出量管理）

⑤�在庫低減と投資抑制によるキャッシュフロー改善

WEB 2018年度社会活動目標と実績
https://www.sanden.co.jp/csr/disp.
cgi?mode=detail&id=29
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コーポレート・ガバナンス

　当社グループにおいては、1943年の創立以来、創業の精神である「知を以て開き 和を以て豊に」が、企業文化として脈 と々
受け継がれています。また、2003年に制定した「国際社会の中で共感する普遍の価値観」および「ステークホルダーに対す
る基本姿勢」で構成される「企業理念」は、当社グループ全体に浸透されており、この「企業理念」のもと、経営の公正性、透明
性、効率性等の経営品質を向上させるという観点からコーポレート・ガバナンスの充実を図ってまいりました。
　当社グループは目指すべき姿である「環境と快適が調和する豊かな社会の実現のために、時代を切り拓き続け、全ての人々
から信頼される企業になる」を掲げ、この実現を目指し、中期経営計画を着実にやり遂げ、新たな企業価値を創造してまいります。

基本的な考え方

　当社は監査役設置会社であり、取締役
会、監査役・監査役会、会計監査人を設置し
ています。
　取締役会を構成する取締役の人数は９名
で、そのうち３名、３分の１を社外取締役と
する体制をとっています。この体制により、
経営者の説明責任を担保するとともに、監督
機 能の強化およびガバナンスの客観 性・
独立性の確保が期待されています。

コーポレート・ガバナンスの取り組み

コンプライアンス

　昨年も多くの企業で不祥事が発生しました。コンプライアンスへの取り組みなくして企業の社会的責任は果たせないとの
認識のもと、サンデングループでは、全ての役員および社員が順守すべき普遍的な考えとして「企業理念」を定めています。
グローバルに展開する当社の企業活動において、コンプライアンスを経営の最重要課題と位置付け、社員一人ひとりが高い
倫理観を持って、国際社会や地域社会から信頼される企業として発展し続けることを目指して活動しています。
　当社グループでは、コンプライアンスに関する様々な取り組みを進めています。

基本的な考え方

　サンデングループはグローバルでのコンプライアンス体制強化
のためコンプライアンス規程の改定を行い、当社グループにおいて
コンプライアンスに関する問題が発生した場合、総務法務本部に
直接報告が上がる体制に変更いたしました。また、重要案件は経
営会議・取締役会に諮ることとしています。海外派遣の法務人員
とコンプライアンスのグローバル構築に向け、より一層の連携強化
が図れるようにしました。

コンプライアンスへの取り組み

コーポレート・ガバナンス／コンプライアンス
WEB コーポレート・ガバナンス

https://www.sanden.co.jp/csr/disp.
cgi?mode=detail&id=1

WEB コンプライアンス
https://www.sanden.co.jp/csr/disp.
cgi?mode=detail&id=2

指名・報酬委員会
取締役会
（取締役9名）

当 社

事業会社
その他子会社・関連会社

経営会議

株主総会

【経営戦略立案】 取締役 【業務執行】 取締役・執行役員
内部監査

会計監査 監査

選任／解任 選任／解任

代表取締役
社長執行役員

社外取締役
（3名）

独立役員（3名）
監督・助言 諮問機関

監査役会
（監査役4名）

社外監査役
（3名）

独立役員（2名）

会計監査人
内部監査人

コンプライアンス 
体制

グローバルコンプライアンス会議

サンデンホールディングス
社長執行役員

サンデンホールディングス
総務法務本部長

サンデン 
ホールディングス 事業会社 国内関係会社 海外現地法人

法務部
（コンプライアンス主管部門）
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評価・意見

第三者意見

　サンデングループは、中期経営計画「SCOPE 2023」の中
で事業を通じたSDGsへの貢献を明示されており、事業活動
とサスティナビリティの連携を進めています。５つの重点分野
を設定し、関連性の高いSDGsとリンクさせることで、CSRへ
の取り組みと社会課題との関係がより包括的に捉えられるよう
になっています。SDGsは2030年までの目標として設定され
ているので、より長期的な展望でサスティナビリティへの貢献
と事業を通じた価値創造を進めていくことが期待できます。
またCSRレポートの中でも代表的な取り組み事例との関係性
が整理されているため、個々の取り組みの位置付けが明確にな
り分かりやすい報告書に仕上がっています。これらは重点領域
として掲げられている「環境」「人」とも整合的であり、全体と
してバランスの取れた活動が展開されています。
　長年にわたりMFCA（マテリアルフローコスト会計）への取り
組みを進められてきていることは、サンデングループの環境へ
の取り組みの中でも特筆すべき点であるといえます。欧州で
サーキュラー・エコノミー政策が進められるなかで、資源利用へ
の関心は世界的にも改めて高まってきています。また「省資源・
省エネルギー・持続可能な企業経営のための研修」を通じて、
バングラデシュを中心とした海外からの参加者に向けてMFCA
の研修が行われている点も高く評価できます。ISO14051と
して国際標準規格が発行されて以降、途上国を含む多くの国
でMFCAへの関心が高まってきました。グループ内での展開

のみにとどまらないMFCAの普及活動は、国際社会への貢献
度が高い取り組みであるといえます。
　重点領域としてもうひとつ挙げられている「人」について、従
業員の働きやすい職場環境が整えられています。ダイバーシティ
への取り組みについては明確な目標を設定され、進捗が管理
されています。ワークライフバランスについても充実したキャリ
ア支援制度が設定されており、従業員の多様な働き方を支援
する体制が整えられています。そして「健康経営優良法人（ホワ
イト500）」にも選出されているように、サンデングループの取
り組みは社会的にも高く評価されています。
　2018年度にスタートした「第４次中期環境基本方針」につ
いて、今年度は概ね計画通り活動が進捗していました。社会活
動の目標についても、「お客様」「社員」「株主・投資家」「地域
社会」「お取引先様」のそれぞれについて、堅実な取り組みを展
開されています。今後の課題は、中期経営計画でも掲げている
SDGsとの関係性を、中期計画や年度ごとの活動の目標と結
びつけていくところにあります。サンデングループでは重点課題
として位置付けられている「環境」「人」に対して積極的な活動
が展開されています。これらを社会的に確立されたSDGsなど
とどのように関連付けていくのか、またサンデングループの活
動を通じてさらなる貢献ができる領域はあるのかといった点を
整理することで、より有意義な成果が生まれることが期待でき
ます。

　CSRレポート2019より、サスティナビリティ経営の研究にも幅を広げる法政大学北田皓嗣先生に、第三
者意見をお願いしました。当社の取り組みに対し、貴重なご意見とともに今後に向けたご提案をいただき、
御礼を申し上げます。サンデングループとしての重点課題「環境」と「人」への取り組みでは高い評価をい
ただき、今後の活動にも弾みがつきます。また、当社は、新中期経営計画「SCOPE2023」でSDGsを経
営に組み込み、CSRとしてその実現に貢献すべく取り組むことを宣言しました。これは、自動車機器事業で
成長を目指す当社にとって、企業の付加価値を向上させる重要な取り組みのひとつです。今回ご提案いただ
きました示唆のとおり、社会課題と事業活動の関連付けを早期に具体化して戦略的なCSR活動を推進し、
ステークホルダーの皆様から信頼される企業の実現を目指してまいります。

執行役員　総務法務本部長

寺尾 博己 

北田皓嗣（きただ ひろつぐ） 
法政大学経営学部准教授

神戸大学博士（経営学）。日本MFCAフォーラム運営委員。ISO/TC207/WG8/エキスパート。会計学を専
門とし、環境管理会計の普及と浸透に関する研究を重ね、現在は日本MFCAフォーラムが主催する「SDGs 
研究会」にアドバイザーとして参加するなど、サスティナビリティ経営に関するテーマにも活動の幅を広げ
ている。主著に「創発型責任経営」(日本経済新聞出版社)など。

第三者意見を受けて
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本報告書に関するお問い合わせサンデンホールディングス株式会社
https://www.sanden.co.jp/ 総務法務本部 広報・CSR部

〒101-8583　東京都千代田区外神田1丁目18番13号 秋葉原ダイビル
TEL：（03）5209 -3231




